
１．教材のねらいと概要

２．活用例
教科名等 音楽科

時間

ページ

４．写真・資料の補説
⑴『たなばたさま』詩碑（韮崎市）　

。

５．関連施設等

韮崎市観光協会　→　権藤はなよ　→　穴山さんぽ道マップ
参考ホームページ

韮崎市観光協会
穴山さくら公園 山梨県韮崎市穴山町（JR穴山駅隣り）　　　　　　　

関連施設名 住所 電話
山梨県韮崎市水神一丁目３番１号　　　　　　　　　 0551-22-1991

教材名 『ふるさと山梨』の章・ページ

第３章　Ｐ．７２
山梨のリズム　山梨の美
発見　山梨ゆかりの童謡

『春の小川』，『春がきた』，　『さくら
さくら』，『うみ』，『虫のこえ』，『も
みじ』，『雪』など

単元(題材）名等 山梨の星空を思い浮かべながら『たなばたさま』を歌おう
活用場面 活用のポイント

『たなばたさま』を歌った後，
本教材で権藤はなよについて知
る。

本教材をもとに権藤はなよについて学んだ後，権藤はなよが見た星空や，どんな思いで作詞したの
かを想像させ，意見交換を行う。
美しい山梨の星空を思い浮かべながら，『たなばたさま』を，のびのびと歌う。

３０分

童謡『たなばたさま』の作詞者・権藤はなよが山梨県出身であることを知り，美しい山梨の星空を思い浮かべな
がら『たなばたさま』を歌う。
『たなばたさま』の作詞者の権藤はなよの写真と経歴を掲載している。また，地元の韮崎市穴山町には『たなば
たさま』の詩碑があり，七夕の季節になると短冊が飾られることを写真とともに紹介している。

３．キャラクターの投げかけの意図と解答

投げかけの言葉 意図

教科（領域）等 音楽科 学年（分野） １年生 

この写真の詩碑は，韮崎市穴山町の穴山さくら公園内に建立されている。また，穴山町には『たなばたさま』以外にも権藤はなよの作品の詩碑があ
り，「権藤はなよの詩碑をめぐる穴山さんぽ道」として，観光コースとなっている。

解答例
P.72

日本の四季を感じる歌にはどんな曲があ
るかな。

日常生活の中に関連して情景を思い浮かべなが
ら四季を感じる歌が多くあることに気付かせ
る。

春夏秋冬の順にどんな曲が思い浮ぶか考えさせ
る。

夏の頃になると耳にしたことがある歌としてつ
なげていくことが考えられる。



１．教材のねらいと概要

２．活用例
教科名等 音楽科

時間

ページ

４．写真・資料の補説
⑴お茶壺道中行列（都留）　

⑵お茶壺道中について　

５．参考文献・関連施設等
発行年
1983年
1999年

教材名 『ふるさと山梨』の章・ページ

山梨のリズム　山梨の美
「わらべうた」を歌おう

第３章　Ｐ.７３

教科（領域）等 音楽科 学年（分野） ２年生

わらべうた『ずいずいずっころばし』と江戸時代に行われていた「お茶壺道中」との関係について調べ，歌詞の
内容が山梨（都留市）と深い関係があることを知り，身近な地域にあるわらべうたに興味持たせ，仲間とともに
手遊びをしながら愛着を持って歌えるようにする教材である。
わらべうた『ずいずいずっころばし』の歌詞と，都留市のお祭りの中で現在も行われている「お茶壺道中行列」
の写真を掲載している。歌詞と写真を切り口に「歌詞の秘密を探そう」と呼びかけることで，このわらべうたへ
の興味・関心を引き出したい。

単元(題材）名等 わらべうたをうたおう
活用場面 活用のポイント

教科書で「ずいずい　ずっころ
ばし」を歌った後，歌詞と「お
茶壺道中」の写真を見て，この
曲の由来を学習する。

歌詞の中の「茶壺に追われてトッピンシャン」と茶壺をのせた籠を運んでいる写真を見せて，歌詞
の意味を考えさせる。

「お茶壺道中」のエピソードを知り，様子を思い浮かべ，手遊びも取り入れながら仲間とともに楽
しく歌う。

３０～４５分

３．キャラクターの投げかけの意図と解答
投げかけの言葉 意図 解答例

P.73

「友達といっしょに手遊びをしながら，
はずんだリズムで歌ってみましょう。」

「ずいずいずっころばし」は昔から遊びととも
に親しまれているわらべうたなので，友達と一
緒に表現する楽しさを味わわせたい。また，拍
の流れを感じ取りながら，楽しく取り組ませた
い。

略

P.73 「地域のおじいちゃん，おばあちゃんに
昔から伝っている「わらべうた」にはど
んなものがあるのか，聞いてみましょ
う。また，一緒に手遊びをしながら歌っ
てみましょう。」

身近なお年寄りから「わらべうた」について教
わることで，日本に伝承されているわらべうた
のよさに触れさせたい。

略

都留市観光協会が毎年行う「お茶壺道中行列」の写真。茶壺をわざわざ籠で運んでいる点に注目させ，関心を持たせたい。

「ずいずいずっころばし」の歌詞に「茶壺に追われてトッピンシャン　抜けたらドンドコショ」とあるが，実はこの「茶壺」と山梨は深い関係があ
る。
　江戸幕府の徳川将軍家は，お茶の名産地である宇治（京都府）から，お茶を壺に入れかごに乗せて，江戸（現在の東京）まで運ばせた。運ぶ途

参考文献名 発行所 著者・編者
「日本わらべ歌全集11　静岡・山梨のわらべ歌」 柳原出版 沢登芙美子　他
「山梨県の歴史」 山川出版社 秋山敬・飯田文弥・齊藤義

参考ホームページ
都留市観光協会　→　お茶壺道中行列

関連施設名 住所 電話
都留市役所産業課商工観光 山梨県都留市上谷一丁目１番１号 0554-43-1111


